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００１ 健 

№ 
読書日 

2010 年 
タイトル 

著者 

出版 
表 紙 コメント 評価

1 
1108- 

 1111 

こんなに違う

よ！日本人・

韓国人・中国

人 

造事務所編 

ＰＨＰ文庫 

550 円 

県民性、国民性を分析した本は思いの

他出版されている。この本は一見見た目

は変わらないが中身は全く違う日中韓の

国民性を衣食住、最新のお国事情、人

生観、金銭感覚、恋愛感、文化などを比

較しながら多肢にわたるジャンルのデー

タを紹介していてなかなか面白く読め

る。 

 

2 
1112- 

 1114 
季節風 冬 

重松清 

文春文庫 

540 円 

題名を見たときに四季のシリーズになる

のだろうと予想。実際は春から始まって

本書は最終巻。冬の季節に切なさと温も

りを与えてくれる題材を見つける眼はち

ょっとした歳時記とも言える。12 編の掌

編で構成されていて一編 25 頁ぐらいと

あって気楽に読めるが自分にはちょっと

食い足りない。 

 

3 
1115- 

 1116 
俺は非情勤 

東野圭吾 

集英社文庫 

500 円 

5 年、6 年の学習雑誌に掲載された

短編シリーズなので文章は平明。

「非常勤」が非情になっていることで

わかるようにハードボイルドな非常勤

教師が探偵役で普段は推理作家を

めざし修行中。子供は嫌いと言いな

がら先々の学校で起きた事件を子

供のことを思慮に入れて解決するあ

たり、只の子供向けでは無い。 

 

４ 
1118- 

 1121 

利休に 

たずねよ 

山本兼一 

ＰＨＰ 

1,200 円 

（500 円） 

久々に面白い作品。冒頭は利休が切腹

する日の様子から始まる。構成は回想方

式で切腹の日から少しずつ過去にさか

のぼる形式。切腹を命じた秀吉はもとよ

り利休に関わった武将、弟子、妻、娘、

利休本人などがある日の出来事を思い

出しながらそれぞれのことの成り行き、人

物描写をしていて面白く茶道や歴史上

の人物の関わりも自然に身につく作品。
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5 
1122- 

 1124 

ゴーストハント 

旧校舎怪談 

小野不由美 

ﾒﾃﾞｨｱﾌｧｸﾄﾘｰ 

1,260 円 

小野不由美は中高生あたりからの支

持が高い作家で本書は復刊が待望さ

れていたシリーズものとあって期待感

を持って読んだが･･･。 

取り壊すと事故が起こるという木造の

旧校舎にサイキック研究者の主人公、

悪魔祓い、霊能者、巫女、修験者など

が学校から依頼されて集まってくるが

出るぞ、出るぞでなかなか出ない昔の

スリラー映画のようで少々飽きる。 

 

6 
1125- 

  

池上彰の 

大衝突 

終わらない巨

大 国 家 の 対

立 

池上彰 

集英社文庫・

760 円 

世界情勢をわかりやすく関心を持たせて

解説するとなるとやっぱり池上彰だ。 

領土、資源、通過、環境、核問題をめぐ

り衝突するアメリカ、中国、ロシア、ＥＵ、

サウジアラビアの対立の隠された構図と

実際の国力を分析し最新データを加え

て動向を展望しているあたりが興味を惹

き、日本との関わりも見えてくる一冊。 

 

7 
1125- 

 1126 
首ざぶとん 

朱雀門出 

角川文庫 

620 円 

怪奇小説家として今注目している作

家。雨月物語や魑魅魍魎が跋扈し

ていた時代を思わせる雰囲気を持

った作品でいて現代感覚のあるとこ

ろがいい。主役は怪談収集を趣味と

する華道教室の先生と教室に通う女

の子。京都・大阪の間あたりの市を

舞台にした怪談連作で土地の伝承

を組み入れじわりと恐い作品。 

 

8 
1127- 

 1129 

犯人のいない

殺人の夜 

東野圭吾 

光文社文庫 

580 円 

（古 290 円） 

東野圭吾らしい読者の想定するラス

トにひとひねりした結末が待っている

７つの短編集。殺人の方法もよく考

えられているが実は殺人の動機の

方に重点が置かれていて考えさせら

れる。 
 

9 
1201- 

  1203 

贋作「坊ちゃ

ん」殺人事件

柳広治 

角川文庫 

540 円 

柳広司得意の「坊ちゃん」を本歌取りし

た作品。東京に戻った三年後、山嵐から

赤シャツの自殺を知らされ真相をさぐる

べく再び松山へ。漱石の「坊ちゃん」で

の出来事がまったくちがうストーリーに解

釈されて新たな殺人事件に展開される

あたりこの作家の真骨頂だがこの手の作

品はいまいち評価が低いのが残念。 
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10 
1204- 

 1206 

ブルータスの

心臓 

東野圭吾 

光文社文庫 

600 円 

（古 280 円） 

人工知能ロボットの開発を手がける産業

メーカーの開発者である主人公と同僚、

社長の婿養子の三人は共通の女性関

係のもつれから共同で女性の殺害を目

論見、死体のリレーによるアリバイ・トリッ

クを計画するが思いがけない事態に発

展。それぞれの対応策や刑事の捜査方

法に臨場感があって引き込まれる。最後

はＳＦ小説的なオチも。 

 

11 
1207- 

 1208 
眠りの森 

東野圭吾 

講談社文庫 

580 円 

（古 280 円） 

加賀恭一郎シリーズの一作として読みた

かった作品だがキムタク＆中山美穂出

演のＴＶドラマを見て期待薄だったが中

身はまったくの別物。 
バレー団の事務所に押し入った男を殺

害してしまった美貌のバレリーナ。正当

防衛と思われたがバレー団の中でさらに

事件が起こる。加賀は関係者の女性に

心を惹かれながら真相に迫るが切ない

恋愛のラストに行き着く異色な作品。 

 

12 
1209- 

 1211 

嘘をもうひと

つだけ 

東野圭吾 

講談社文庫 

520 円 

（古 240 円） 

ガリレオシリーズのような科学的なト

リックではないが普通の人間が自分

を守るために作り上げた嘘とトリック

の短編 5 作品。犯人の人間的弱さ

が浮き彫りにされていて加賀の追求

は粘着質で動機など考えると読後感

は良くない。「新参者」での変貌は正

解だと思う。 

 

13 
1212- 

 1213 

11 文字の殺

人 

東野圭吾 

集英社文庫 

580 円 

（古 280 円） 

推理作家の恋人が殺され作家は担当の

編集者と真相を追い始めるが接点となる

人物が次々に殺されてゆく。ネタばれに

なるので書かないが殺人事件に発展す

る前に動機となる事故がありそれぞれ罪

悪感を抱えていることが結末の後味の悪

さにつながっている。 

 

14 
1214- 

 1214 

さっぽろ喫茶

店グラフィティ

ー 

和田由美 

亜璃西社 

1,200 円 

（古 290 円） 

喫茶店にはことのほか思い入れが

強かったが気に入っていた喫茶店

は安価なチェーン店の台頭にすっ

かり姿を消してしまった。本書はよき

時代の喫茶店の香りが残るさっぽろ

の喫茶店の今昔ものがたりと言った

形で紹介しており中島みゆきゆかり

の喫茶店なども掲載されている。 
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15 
1214- 

 1214 

名古屋の 

喫茶店 

大竹敏之 

リベラル社 

1,470 円 

（古 500 円） 

名古屋の食文化というのはかなり特

異で普通の喫茶店では見られない

メニュー、おまけ文化といったものが

根付いている。本書では名古屋の

大型喫茶チェーンのコメダ・支留比

亜・コンパルからモーニング、鉄板ス

パ、小倉トースト、コーヒーぜんざい

はもとよりナゴヤの喫茶店文化を紹

介。ちなみに横浜駅付近でコメダ珈

琲店があるのに最近気付きました。 

 

16 
1214- 

 1215 
天使の耳 

東野圭吾 

講談社文庫 

560 円 

（古 240 円） 

表題作「天使の耳」は深夜起きた衝突事

故の真相を死んだドライバーの妹である

盲目の少女が兄の正当性を証明する

話。日常起こりうる交通事故を題材に関

係者のもたらした悲劇・運命を綴った連

作ミステリー。身近に起き易いだけに事

故関係の周辺事情が窺えてユニーク。 

 

17 
1219- 

 1220 

キッチンぶた

ぶた 

矢崎
やざき

存美
あ り み

 

光文社文庫 

540 円 

主人公のぶたぶたは山崎さんという料理

人でごく普通に作品の中に登場して普

通に会話しているがカバーの通りのちい

さなブタだ。文章中にバレーボールぐら

いと書かれているのにありえない設定の

ため後半までブタの着ぐるみか、かぶり

ものを想像していた。ぶたぶたの作る料

理は人をなごやかにするものであり作品

自体も何かホットさせる雰囲気あり 

 

18 
1221- 

 1223 

ゲームの名は

誘拐 

東野圭吾 

光文社文庫 

620 円 

（古 280 円） 

タイトル通り誘拐という狂言誘拐を介して

知恵比べを行う作品。主役となる犯人側

からの視点で描かれ警察の動きを予測

しつつプランを構築していく設定はピカ

レスクものとしても面白く読める。ラストに

は東野圭吾らしい意外な展開もある。 
 

19 
1224- 

1226 
美しき凶器 

東野圭吾 

光文社文庫 

600 円 

（古 280 円） 

東野圭吾の作品に多く見られるスポー

ツ・ジャンルのもの。ドーピング問題にか

らむ殺人事件が起き復讐の実行を決意

するドーピングによって生まれた女性ア

スリート。「美しき凶器」とは云い得ている

タイトル。強靭な身体能力に畏怖と憧れ

そして哀しみを感じてしまう。 
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20 
1227- 

 1228 

相棒 10 周年メモリ

アル 

「相棒」シリーズ・

ガイド 

杉下右京 

１０ｙｅａｒｓ 

ぴあＭＯＯＫ

1,200 円 

相棒 10 周年を記念して杉下右京と演者

である水谷豊のグラビア＆インタビュー

を中心に構成。右京語録やプロジュー

サー・スタッフが語る相棒裏話も面白

い。  

21 
1231- 

 1231 

ラーメンズ 

微妙ハンター 

ラーメンズ 

ぴあ㈱ 

1,300 円 

（古 1,600 円）

ＤＧでＴＩＫＡさんに頼まれて購入。 

渡す前に一読。定価の倍までの金額な

ら欲しいと言われたが絶版とはいえ古本

を定価以上で買うのは自分のポリシーに

反するのでそれこそ微妙な金額だった。

何か余白が多いし言葉の遊びにはセン

スを感じるけれどよほどのファンでもなけ

れば買わん本。 

 

22 
0103- 

 0107 
怪談熱 

福澤徹三 

角川ホラー文庫

620 円 

 

表題作の「怪談熱」はまあまあだったよう

な気もするが何か全然覚えていない。 

マニアックで読みたくない作品もあった

からかも知れない。 

実話怪談を収集する作家や怪奇色の強

い気味の悪い作品の短編集。 
 

23 
0108- 

 0111 

北朝鮮と戦わ

ば 

井上和彦 

双葉社 

1,365 円 

平和的解決も軍事的解決もままならぬ

北朝鮮の横暴。軍事的なものに眼を背

ける日本人にはショッキングなタイトル。 

主に自衛隊の戦力と北朝鮮の戦力分析

をしているが韓国中国の軍事力の動向

にも触れている。自衛隊の実力につい

ては過大評価に感じる部分もあるが安

保を含め法律的には有事の定義から何

かあっても自衛隊は動けない矛盾を抱

えている。 

 

24 
0108- 

 0115 
横道世之介 

吉田修一 

毎日新聞社 

1,680 円 

「好色一代男」の主人公と同じ名前を持

つ主人公。長崎の港町から上京したお

人好し。とりえもなく図々しいところもある

が憎めない性格。物語は上京したころの

何でもない学生生活、青春の日々を描

く。急転して世之介と関わった登場人物

の回想が続く。何かを為したわけでもな

いのに懐かしい時間があったことに気付

かされる作品ではあるが傑作というのは

ちょっと疑問。 
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25 
0116- 

 0120 
あの頃の誰か 

東野圭吾 

光文社文庫 

620 円 

いろいろな理由で短編集から漏れた短

編を集めたもので本人が理由ありと書い

ているように統一感の無い作品が収録さ

れているがバブル期の描写のある作品

がいくつかあり改めてバブルが遠い昔だ

ったんだなあと実感してしまった。 
 

26 
0121- 

0124 
同級生 

東野圭吾 

講談社文庫 

700 円 

（古 225 円） 

主人公と関係を持った野球部のマネー

ジャーが交通事故で死亡する。検死の

結果彼女の妊娠が発覚。事故現場の目

撃証言から生活指導の教師が妊娠の事

実を確認しようと追いかけたのが原因と

わかり抗議を受け、数日後その教師が

殺される。犯人は誰か。事件の裏にある

人間関係、諸処の事情が明かされてゆく

が読後感は良くない。 

 

27 
0122- 

 0122 

神様は本を読

まない 

吉野朔実 

本の雑誌社 

1,365 円 

「本の雑誌」という月刊誌に 2～４頁掲載

されたものを集めたもの。本来は本の紹

介コーナーだが中身についてはあまり

書かれていない。きっかけになった事情

や著者を含む読書好きの知人たち多く

登場。その言動がいかにもＤＧ的で薄い

わりに高いがつい買ってしまう。興味の

ある人はまずは立ち読みでも充分。 

 

28 
0124- 

 0128 
永遠の０

ゼロ

 

百田尚樹 

講談社文庫 

920 円 

（古 250 円） 

巻末の児玉清の感想が素晴らしい。自

分の言いたいことが全部書いてあるので

まずはこちらをどうぞという感じだ。 

タイトルの０はゼロ戦のこと。戦時、無類

の戦闘機乗りであったのに生きて家族に

会うため死にたくないと公言し仲間から

蔑まれていた男がいた。その男の生き様

から愚かな戦争の全貌を明らかにしゼロ

戦の物語としても読める作品となってい

てぐっとこみ上げてくるものがある。 

 

29 
0129- 

 0131 

歌 麿 殺 贋 事

件 

高橋克彦 

講談社文庫 

540 円 

（古 150 円） 

これは何度も読み返しているが著者の

浮世絵研究家としての真骨頂がよくわか

る連作短編集となっていて好きな作品。
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30 
0202- 

 0207 

ダイイング・ア

イ 

東野圭吾 

光文社文庫 

700 円 

東野作品の中では無駄にＳＥＸ描写の

多い作品。バーテンダーの雨村はある

交通事故で女性を死亡させてしまった

が事故の記憶だけが無いことに気付き

記憶を取り戻そうとする。死亡した女性

の恨みを秘めた眼を持つ謎の美女も登

場するオカルトめいた部分をうまくまとめ

たあたりと記憶を徐々に取り戻す過程の

描写は気持ちが結構入り込む。唯一不

可解なのが謎の美女の雨村に対する行

動だ。 

 

 


